
６2022年（令和4年）11月15日（火曜日）（第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱屋宏隆副会頭

白崎義章副会頭

森村好幸副会頭

羽刕洋副会頭

栗林定正会頭
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当
所
の
令
和
４
年
度
第
１
回
臨
時
議
員
総
会
が
１
日
（
火
）
午
前

時

分
よ
り
道
東

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
、
委
任
状
を
含
め

人
の
議
員
が
出
席
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
栗
林
定
正
会
頭
の
再
任
を
は
じ
め
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
常
議

員
、
監
事
全
て
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
栗
林
体
制
４
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

４期目に向けた所信を述べる
栗林会頭（右から３人目）

　
臨
時
議
員
総
会
終
了
後
、
同
日

時

分
よ
り

正
副
会
頭
、
専
務
理
事
の
就
任
会
見
を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
４
期
目
と
な
る
栗
林
会
頭
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
加
え
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
化

や
円
安
等
に
よ
る
物
価
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
『
行
動
す
る
会
議
所
』
『
信
頼
さ
れ

る
会
議
所
』
『
親
し
ま
れ
る
会
議
所
』
と
い
う
方

針
の
下
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
３
期
目
と
な
る
濱
屋
副
会
頭
は
「
地
域
経
済
の

発
展
、
課
題
解
決
の
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
、
様

々
な
地
域
の
事
例
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
会
頭
に
提
案
し
、
１
０
０
年
の
大
き
な
節

目
に
し
っ
か
り
と
し
た
発
信
が
出
来
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
白
崎
副
会
頭
は
２
期
目
に
あ
た
り
「
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
中
で
、
都
心
部
の
活
性
化
を
含
む

鉄
道
高
架
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
連

携
し
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
森
村
新
副
会
頭
は
「
地
域
金
融
機
関
に

身
を
置
く
者
と
し
て
幅
広
い
業
種
か
ら
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
会
議
所
の
業
務
運
営
に
反

映
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
羽
刕
新
副
会
頭
は
「
次
代
を
担
う
若

者
や
子
供
達
が
将
来
の
仕
事
と
し
て
『
も
の
づ
く

り
』
に
関
心
が
持
て
る
よ
う
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
４
期
目
と

な
る
川
村
専
務
理
事
は

「
会
頭
、
副
会
頭
、
議

員
皆
様
の
活
動
を
支

え
、
明
る
く
希
望
が
持

て
る
話
題
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
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役員を選任した臨時議員総会
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1
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編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

。。。。。。。。。。。。。。

川村修一

専務理事

　
▽
日
程
　

月

日
（
火
）

午
後
２
時

　
▽
場
所
　
釧
路
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
な
ぼ
っ
と
幣
舞

　
会
頭
の
選
任
で
は
、
濱
谷
美

津
男
常
議
員
が
議
長
と
な
っ
て

議
事
を
進
行
し
、
栗
林
定
正
会

頭
（
三
ッ
輪
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）
の
再
任
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　
栗
林
会
頭
は
「
４
期
目
の
会

頭
職
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
。
山
積
す

る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

経
済
界
と
し
て
行
動
を
起
こ
し

て
い
き
た
い
」
と
就
任
挨
拶
を

述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
栗
林
会
頭
が
議
長

と
な
り
、
副
会
頭
・
専
務
理
事

・
常
議
員
・
監
事
ら
役
員
の
選

任
が
行
わ
れ
た
。

　
副
会
頭
の
選
任
で
は
、
栗
林

会
頭
よ
り
現
職
の
濱
屋
宏
隆
氏

（
東
部
開
発
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
、
白
崎
義
章
氏
（
白
崎
建

設
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
の
再

任
と
梁
瀬
之
弘
氏
（
福
司
酒
造

㈱
代
表
取
締
役
）
、
大
西
雅
之

氏
（
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
㈱
釧
路
事

務
所
代
表
取
締
役
）
の
退
任
の

意
向
を
受
け
、
新
た
に
森
村
好

幸
氏
（
釧
路
信
用
金
庫
理
事
長
）

と
羽
刕
洋
氏
（
㈱
釧
路
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長
）
を
副
会
頭

に
選
任
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
な

お
、
専
務
理
事
に
は
川
村
修
一

氏
が
再
任
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
常
議
員
の
選
任
で
は
、

選
考
委
員
会
（
益
子
良
弘
選
考

委
員
長
）
で
審
議
し
た
内
容
を

提
案
し
、
常
議
員

人
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
監
事
に
つ
い
て
は
塚
田

三

氏
（
塚
田

三
税
理
士
事
務
所

所
長
）
が
退
任
し
、
新
た
に
甲

賀
伸
彦
氏
（
税
理
士
法
人
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
社
員
）

を
加
え
た
３
人
が
監
事
に
選
任

さ
れ
た
（
役
員
・
議
員
の
氏
名

等
は
別
掲
の
と
お
り
）
。

　
議
案
の
審
議
後
、
大
西
前
副

会
頭
よ
り
退
任
の
挨
拶
、
森
村

新
副
会
頭
、
羽
刕
新
副
会
頭
よ

り
就
任
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、
本
臨
時
総
会
に
先
立

ち
在
任
６
年
以
上
の
退
任
し
た

役
員
議
員
に
対
し
て
栗
林
会
頭

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
感
謝
状
贈
呈
の
対
象
者
は
次

の
各
氏
▽
金
安
伸
一
氏
、
塚
田

三
氏
、
登
坂
康
弘
氏
、
須
崎

幸
藏
氏
、
鈴
木
直
哉
氏


